


要約:東京都内の地域において、2 年間の出生児総数 6,211 からの脳性麻痺の発生状況を

全数調査した。脳性麻痺の発生例数は 10 例で、その発生率は 1.61/出生千であった。10

例中 6例が座位保持も不確実で、また重度の精神遅滞も合併している重度重複障害例であ

った。脳障害の発生時期は出生前が 6/10、周生期が 4/10 であり、出生前の時期が脳障害

の発生時期、そして予防対策を立てるべき時期として重要であった。また出生時の妊娠週

数は満期が 7/10、早産が 3/10 であった。脳性麻痺の発生率は本邦内外で比較してもあま

り低下しておらず、また脳性麻痺の中でも特に重度障害の例が相対的に増加している。今

後脳性麻痺の発生予防のため、一層の母子保健の向上が必要である。


